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2006年 6月19日    

 2007年 1月26日 追加 

    

 

『関西学院大学自己点検・評価報告書 2005』正誤表  

 

１．本章「Ⅰ 全学に関する事項」 

「1.9 図書館および図書･電子媒体等」（1-80頁 7行目） 

（誤）・・・図書約163万冊、学術雑誌約2万1千タイトル・・・ 

（正）・・・図書約163万冊、学術雑誌約1万6千タイトル・・・ 

 

２．本章「Ⅰ 全学に関する事項」 

「1.11 財務」【評価項目 16-0-2】外部資金等（1-99頁） 

＜外部資金等導入状況（2000年度～2004年度）＞付表 

・項目（左欄）の訂正 

・学術研究振興資金欄（2002年度～2003年度）の金額の訂正 

・合計欄（2002年度～2004年度）の件数と金額の訂正 
（千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

文部科学省科学研究費補助金 49 77,500 52 109,300 60 129,100 75 157,602 88 185,000

学術研究振興資金（日本私立学校振興・共済事業団） 1 3,000 － － 1
7,500
2,500

1
7,410
2,410

－ －

寄付研究 － － 10 7,050 26 27,350 16 12,730 29 29,270

受託研究 28 39,083 17 3,771 22 39,513 29 58,521 21 33,543

学外共同研究 4 5,250 5 3,500 7 73,414 10 53,234 15 25,085

学外団体研究助成 － － － － 2 17,430 4 23,000 2 7,100

内訳 　産業技術研究助成事業助成金(NEDO) － － － － 1 14,430 1 16,900 － －

　厚生労働科学研究費補助金 － － － － 1 3,000 2 4,400 2 7,100

　厚生労働省がん研究助成 － － － － － － 1 1,700 － －
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３．本章「Ⅱ 全学的な教育・研究に関する事項」 

「2.6 研究活動と研究環境」（2-46頁） 

＜留学制度、特別研究期間制度、自由研究期間制度の利用状況＞付表 

・短期 学院留学（2005年度）件数の訂正 

・短期 特別研究期間（2004年度～2005年度）件数の訂正 

学院
留学

補助
留学

学院外
留学

特別研究
期間

自由研究
期間

計
ランバス
留学

学院
留学

補助
留学

学院外
留学

特別研究
期間

自由研究
期間

計

 人数枠 9   11  20 2 6   8  16

2001年度
新規
実数 9   6  15 2 6   4  12

2002年度
新規
実数 4   5 1 10 1 6   7  14

2003年度
新規
実数 7 1  6 1 15 2 6   5  13

2004年度
新規
実数 7   

6
4

1
14
12

2 3   6  11

2005年度
新規
実数

6
7

1  
5
4

 12 2 6   6  14

短　期 長　期
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４．本章「Ⅲ 学部・研究科に関する事項」（2007年 1月26日追加） 

「3.5 経済学部・経済学研究科」（経-19頁 4～6行目） 

（誤）とくにコミュニケーション手段としての能力の養成が期待される英語に関し

ては、2005年度からネイティブの2名の教員を導入し、能力別クラス編成を

実施するなど、教育内容のいっそうの充実が図られることになった。 

（正）とくにコミュニケーション手段としての能力の養成が期待される英語に関し

ては、2005 年度からネイティブの 2 名の教員を加え、学生のニーズに合わせ

た学習意欲別クラス編成を実施するなど、教育内容のいっそうの充実が図ら

れることになった。 

 

５．本章「Ⅲ 学部・研究科に関する事項」（2007年 1月26日追加） 

「3.7 理工学部・理工学研究科」（理工-65頁 下から2～3行目） 

（誤）・・、高波長域ポンプ・プローブ極短パルスレーザーシステム、・・・ 

（正）・・、広波長域ポンプ・プローブ極短パルスレーザーシステム、・・・ 

 

 

以 上 


